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１．はじめに 

常磐快速線天王台・取手間利根川橋りょうは，経

年による劣化や耐震性能不足により，2014 年 11 月

に新橋りょうに切替を行った．現在，旧橋りょうの

撤去を行っている．     

これに伴い，橋りょう起点方の旧常磐快速線の架

道橋(千葉県道 170 号線と交差)を撤去することとな

った(写真-1)． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．架道橋の諸元及び周辺環境 

 本架道橋は，外幅 8.2m，外高 6.6m の RCボックス

カルバート造で，県道 170号線(片側 1車線)を跨い

でおり，近くの国道 6 号線へのアクセス道路として

1 日当たり 24,000 台の交通量がある(表-1，図-1)．

また，上流方には民家，下流方に新常磐快速線が近

接しており，施工箇所は狭隘な環境である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．架道橋撤去計画の策定 

（1）撤去範囲 

本架道橋の撤去範囲については，河川管理者，道

路管理者と協議を行い上床版とし，その他は，現在

の道路構造を活かすこととした(図-2)． 

 

 

 

 

 

(2) 撤去工法の検討 

 架道橋撤去は，県道上での作業となるため，比較

的県道占用の施工期間が短い 3 工法に絞り，比較検

討を行った(図-3，表-2)．大型クレーン及び多軸台

車による撤去は，全体工期に優れているものの，道

路規制期間が長くなること及び狭隘箇所での施工に

適さないことから，片持架設桁による一括撤去工法

を採用した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片持架設桁工法による撤去 

写真-1 全景 

図-1 架道橋寸法 

図-3 撤去工法案 

多軸台車による撤去 大型クレーンによる撤去 

 

側面図 断面図 

図-2 架道橋撤去範囲断面図 

表-2 撤去工法案比較検討 

キーワード：架道橋撤去，片持仮設桁工法，ボックスカルバート 
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表-1 架道橋諸元表 
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時刻

経過時間

～

～

～

～

～

～

～

～

1:30 2:00 2:30 3:00 3:30 4:0023:30 6:00 6:304:30 5:00 5:300:00 0:30 1:00

2 3 7

交通規制 23:00 ～ 5:00 360分

4 5 6

青　山　架　道　橋　撤　去　タ　イ　ム　ス　ケ　ジ　ュ　ー　ル

1

作　業　内　容

1
吊替（盛替え点→吊点）
ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ・縁切確認

23:30
23:15

0:00
23:24

30分
9分

3 上床版吊上げ
0:20
23:37

0:40
23:56

20分
19分

2 仮固定金具撤去
0:00
23:24

0:20
23:36

20分
12分

6
軌条設備部分撤去
仮受け用ベント組立

2:30
2:21

3:30
2:50

60分
29分

4 吊替（吊点→盛替え点）
0:40
23:56

0:50
0:00

10分
4分

5
上床版9.5m縦取り

（10min/m 1ｻｲｸﾙ)
0:50
0:09

2:30
1:50

100分
101分

7
吊替（盛替え点→吊点）

ｼﾞｬｯｷﾀﾞｳﾝ・上床版仮受け
3:30
2:50

3:50
3:03

30分
13分

8
上床版1.4m降下

（150mm/回，12min/1ｻｲｸﾙ）
3:50
3:04

5:50
5:04

120分
120分

規制時間：6時間

5：50 6：40(50分)

測点 試験吊前計画荷重 試験吊実測荷重
試験吊後計画荷重
（計画荷重の95%）

R1 550.2kN 550.0kN（100%） 523.0kN

R2 776.4kN 698.0kN（90%） 738.0kN

R3 786.9kN 708.0kN（90%） 748.0kN

R4 539.7kN 566.0kN（105%） 513.0kN

合計 2653.2kN 2522.0kN（95%） 2522.0kN

短期許容支持力

変形係数

項目
ベント設備

測定値

ベント設備

目標値

256.0kN/㎡

164,000kN/㎡

253.7kN/㎡

20,000kN/㎡

項目
ベント設備

測定値

長期許容支持力 522kN/㎡

ベント設備

目標値

125.83kN/㎡

項目 ベント設備

20㎜

備考

警戒値

沈下量 30㎜

50mm

工事中断値

限界値

測点 計画荷重

R1 550.2kN

R2 778.4kN

R3 786.9kN

R4 539.7kN

（3）片持架設桁による一括撤去工法 

 事前作業として，作業ヤード内の上流，下流に移

動ベント設備 1 基とローラー設備 2 基を設置し，架

道橋とローラー設備を跨ぐ形で自重 41.1t の架設桁

を 1 連架設する．また，片持構造となっているため，

下流方=40t，上流方=55t のカウンターウェイト台車

を設置し，架設桁のバランスを保つこととした． 

本施工では，架道橋をセンターホールジャッキに

より 100 ㎜持ち上げ，起点方ヤードへ 950 ㎜×10 ス

トロークさせ 9,500 ㎜移動させる．移動後，140 ㎜×

10 ストロークさせ 1,400 ㎜降下する計画とした． 

 

 

 

 

 

 

４．リスク検討 

（1）移動ベント設備沈下に対するリスク検討 

 本工法により 257t の上床版を吊り上げることを

鑑み，それを支える移動ベント設備の倒壊が最大の

リスクとして検討を行った．移動ベント設備の倒壊

については，架設桁載荷時の転倒に対して検討した

結果，限界角度がθ=1°となり，設計に反映すると

ともに，施工前は平板載荷試験や小型 FWD 試験，

施工中は，レベル測量による沈下量の継続監視体制

とした．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）架道橋吊上げ時の落橋に対するリスク検討 

架道橋吊上げ時に，架設桁がバランスを失い，落

橋する事に対して検討を行った．本架道橋は，斜角

が 75°の架道橋であるため，吊上げに必要な重量が

吊上げ点によって異なる．そのため，重量 257t の架

道橋に対して，必要な吊上げ荷重を算出した(図-5)．   

その結果より，吊上げには，センターホールジャ

ッキを 4 箇所で 1 台ずつ設置する計画とし，ジャッ

キ定格荷重は安全率等を考慮し 100t を選定した．ま

た，ジャッキ故障等のトラブルに備え，予備ジャッ

キを 4 箇所に 1 台ずつ設置した． 

 

 

 

 

 

 

 

 なお，架道橋の試験吊りを実施した結果，試験吊

り実測荷重の合計が当初計画値の 95%となり，本施

工の吊上げ荷重を策定した．  

 

 

 

 

 

５．本施工結果 

これらの施工計画に基づき，平成 28 年 10 月 27

日に夜間作業にて撤去作業を実施した．上床版の縦

取りは L=9.5m を約 100 分，ヤード内において，

H=1.4m のジャッキダウンを 120 分で完了し，計画

通り本施工を終えた(表-7)．道路規制においても，

計 8 日間で終えることができた． 

 

 

 

 

 

 

６．おわりに 

 リスク検討の深度化やリハーサルを入念に実施し，

是正すべき点に対策を講じたことにより，無事故で

工事を完遂できたものと考えている．今後も旧橋り

ょう下部工の撤去工事は続いていくが，想定される

リスクを着実に低減させ，施工監理を徹底していく． 

図-5 架道橋吊上げ平面図 

表-6 吊上げ荷重計画値 

表-3 局所的沈下の限界 

図-4 撤去計画 

表-7 サイクルタイム表 

キーワード：架道橋撤去，片持仮設桁工法，ボックスカルバート 
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表-5 小型 FWD 試験結果 

表-4 平板載荷試験結果 
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